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心配は続きますが、コロナ禍以前の取り組みに戻りつつあります                施設長 野沢 修一     

  今年の夏休みは、キャンプや海水浴などの外出行事を３年ぶりに再開したところです。キャンプは、男女に分かれて別々の日程で

行いましたが、男女ともあまり天候に恵まれませんでした。それでも予定していたキャンプ地での遊びや観光は、何とか予定通り行う

ことができたことと、子ども達が、久しぶりのキャンプを思う存分楽しんでいた様子を見ることができたのが何よりです。また、当初心

配していたコロナウイルスの感染についても、罹患者が出ませんでしたが、引率した職員や子ども達が、しっかり感染予防に気を付け

ながら行動してくれていたお陰と思っています。また、今年の夏休み中は、子ども達と保護者の方々との交流も概ね希望通り行うこと

ができ、子ども達にとっては、大きな安心感を得ることができたと思います。保護者の皆様におかれましては、忙しい中、子ども達との

交流の時間を取っていただき、感謝申し上げます。 

 幼稚園、小中学校、高校とすでに２学期がスタートしていますが、子ども達は夏休み中の疲れも見せず、元気に登園・登校していま

す。９月は、幼稚園の運動会や中学校の学園祭など、大きな学校行事が続きます。保護者の方々も楽しみにしていると思いますので、

安心して保護者の方々が見学や参加ができるよう、学園内はもちろんのこと、幼稚園や学校ともども、コロナウイルスの感染防止にし

っかり取り組んでいきたいと考えています。 

 

 

少しずつ秋の気配を感じるようになって来ました。訪問等で空知管内をまわっていますが、空がどんどん高くなり、畑の色がそれぞ

れに濃くなってきているのを感じます。１０月の里親研修会を控え、多くの皆様に学びの機会にしてもらうために準備しているところで

す。今回は講師を務めてくださる小山和利先生についてご紹介します。小山先生は北海道職員として心理判定の仕事を主に児童相

談所や児童自立支援施設の現場でご活躍されてきました。現在は藤女子大学人間生活学部保育学科教授としてこれまでの長い臨

床経験を生かした実践的な教育、研究をされています。研修会では愛着障がいと言われる子どもの環境や特性などにフォーカスを

当て、背景を含めて子どもの理解を進めていきます。さらには里親が地域で孤立することのない養育支援の実践についても学ぶ機

会とします。   
10月6日（木）  

10:00～12:00 
滝川市まちづくりセンター

みんくる 

「愛着障がいと言われる子どもの理解と里親をキーパ

ーソンとした地域の子育て」 

定員  

３０名 
10月２０日（木）  

18:15～20:00 

岩見沢市コミュニティプラ

ザ４Fマルチメディアホール 

「愛着障がいと言われる子どもの理解と里親をキーパ

ーソンとした地域の子育て」 

定員  

５０名 

                                                             里親支援専門相談員 浅山 美保 

 

 

  夏休みも終わり、子ども達にも日常生活（学校生活）が戻ってきました。日中の暑さこそ残っていますが、朝夕はすっかり過ごしや

すくなり、聞こえてくる虫の声も秋を感じさせるものになってきました。いよいよ、実りの秋・収穫の秋を迎える季節となってきました。 

 ８月は「９月以降に向けての準備を」…と思っていましたが、「予定は未定」とはうまく言ったものです。１１月中旬に予定している「（仮）

空知ヤングケアラー研修会」について取り組む予定でいましたが、日常業務プラス諸々の事情により思ったようには進みませんでした

…これからです。 

 新型コロナウイルスの流行以降、自治体訪問等は難しい状況にありましたが、実は「ショートステイ」の受け入れも同じような状況で

した。しかし、今年の４月よりショートステイ事業を再開したところ、結構な数の問い合わせがあり、８月中旬には実際に受け入れを行

なうまでに戻ってきました。職員サイドも久しぶりの受け入れとなったため、改めてショートステイ事業の取り組み等について見直すこ

ともできました。 

８月はどちらかというと中（センター）での業務が多かったように感じますが、９月は一転して外での業務が多くなりそうです。空知

要対協及び美唄市要対協ケース会議、受理・援助方針会議、ヤングケアラー連絡協議会、現地及びオンラインでの研修会等、現段階

でわかっているだけでもこれだけあります。実りの秋となれるよう、９月も取り組んでいきます。 

                                                         主任相談員  浅 沼 寿 実 

【連 絡 先】 

 光が丘子ども家庭支援センター 

 〒068‐0827 岩見沢市春日町2丁目3番7号        

 TEL：0126‐22‐4486 FAX：0126‐22‐4240     

 Eメール：kodomo@hikarigaoka.or.jp 

 URL：https://www.hikarigaoka.or.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児さんと共に、大自然の中にある大雪青年の家にて２泊３日で

キャンプに出掛けてきました。出発時は、岩見沢市はしとしと雨が降

る日でしたが、富良野・美瑛に着く頃には気持ち良い天気で、綺麗な

丘が見渡せました。それだけで気持ちもウキウキする女の子達です。

ガラス工房でも、光り輝くガラス工芸に目を輝かせながら、実際にガ

ラス工芸作品作りを体験することもできました。 

野外炊飯では薪で炊飯・カレー作りを行いました。いつもは、男性

の先生を頼るところも、幼児さんと一緒となれば、お姉さん達が薪リ

ーダーとなり、いつもは眠っている力を開花しました。急な土砂降り

で、水カレーとなり、過去一番美味しくないカレーを、みんな大変な

環境では美味しく感じておかわり続出でした。翌日は、晴天。有名な

観光地までハイキングで現地へ。職員も足を引きずる位の道なりも、

みんなで励ましあって到着。なんだかいい気持ちで、昼のバーベキュ

ーはおすもうさんくらい食べました。一日の終わりのお休みタイムが

楽しかったりと、ヘトヘトもニコニコも、盛りだくさんの３日間でした。               

 

 

幼稚園夏休み最終日に幼児さん達で流しそうめんをしました！最初

はそうめんをつかむのに苦戦している子もいましたが、コツをつかみ箸

やフォークを上手に使ってそうめんを掴めるようになりました。食べる

事を忘れて、お皿いっぱいにそうめんを入れている子もいました。 

幼稚園で二学期に頑張りたいことをお話しして「幼稚園に早く行き

た～い！」と幼稚園が楽しみな子ども達でした。可愛い笑顔がたくさん

見れて、夏休みの良い思い出になりました！ 

 

                    昨今のコロナ禍の中、三年ぶりに学園でのキャンプを実施しています。生憎の雨天ではありまし

たが、キャンプ＝自然・普段とは違う体験と考え、一日目の活動のメインは月形での川遊びとバンガローに泊まり野外炊飯（カ

レーと豚汁）、二日目は当麻町の鍾乳洞や昆虫館の観覧にコテージやログハウスに泊まりＢＢＱ、三日目は旭山動物園に行って

きました。 出発前まで期待に胸を膨らませる子もいれば、「行きたくない」と様々ではありましたが、行ってしまえばゲームが

なくても楽しめることや中高生グループは夜中に紙とペンで「人狼ゲーム」を作成し、楽しんでいます。また、その日その日でキ

ャンプ場近くの温泉に行きご当地の湯に浸かったり、キャンプ場に着くなり木にカブトムシ三匹に遭遇、昆虫館では外国のクワ

ガタに触れる事やクジなどもあり、思い思いの虫をGETしています。三日目は動物園に行くまで時間があり、小学生は再度昆

虫館に行き、中高生はキャンプ場内のアスレチックを体験していました。その為、旭山動物園ではヘトヘトになってしまい、予定

よりも早くに切り上げて帰園に向かっています。 

 久しぶりの学園でのキャンプに初めての子もいれば、久しぶりの子、大人も同様であり、非日常体験を楽しめている事や野外

炊飯をする様子・夜間の過ごし方を見ても不便さや娯楽の物がなくても楽しめている様子から子ども達の生き抜く力や臨機

応変さには普段の生活では見られない成長であると感じました。やはり悔やまれる事は天候により、テントを張れる機会がな

く、次回こそチャレンジしたい内容でした。                            

 

キャンプは夏休みの大イベント！2泊3日お姉さ

ん達と一緒に大雪に泊まりました。1 日目はカムイ

の杜の大きな遊具、虫捕りや水遊びを楽しみまし

た。２日目はファームズ千代田ふれあい牧場で、ア

イスクリームや生キャラメル作りをして、子羊や子

牛のミルクやり体験をしました。大雪では熱すぎる

温泉に入ったり、ドラム缶で火起こしやカレー作り

をしたり、肝試しをしたり、普段はできない体験が

たくさんできました。計画通りに行かなかったり、

疲れたり、挫けたりすることも、『面白そう・やって

みたら楽しいね』と大人が笑っていると、小さな幼

児さん達もパワーアップして楽しめる時間が多かっ

たです。「またキャンプ行きたいね」とこれからのお

楽しみも増えて、満喫することができました。 

 

 

 

 

8月 5日(金)に石狩あそビーチに海水浴

へ行ってきました。天気にも恵まれ海に入っ

たり、砂に埋まったり魚を捕ったり久しぶり

の海水浴を満喫しました。帰りにはレストラ

ンで食事もし、夏休みの思い出になりまし

た。     

http://www.hikarigaoka.or.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月の行事予定 

3日  駒沢幼稚園 運動会 

     光陵中学校 学校祭 

5日  駒沢幼稚園 振替休日 

     光陵中学校 振替休日 

7日  小学校 遠足 

10日 蕎麦刈り行事 

15日 小中学校 臨時休校 

24日 誕生会 

ご厚志ご寄贈など感謝申し上げます（８月１日～３1日） 
  （ご芳名もれをお許しください) 
 
岩見沢ライオンズクラブ様 、 萬行寺様 、 専福寺様 、 

水 ingAM株式会社（岩見沢、長沼、夕張平和 各管理事務所）様 、 

北菓楼様 、 コンパル岩見沢店様 、  小野寺栄美子様 、  

そごう・西武協同組合及びブックオフ様  、河内克彰様 、 

吉田幸雄様 、 細川 悟様 、 森本英俊様 、  

石川治夫様 、 太田米良様 、 中嶋 仁様  

夏休みにみんなで花火をしまし

た。幼児さんがやけどをしないよ

うに「あぶないよ」と声をかけた

り、噴射花火を見るときには高校

生のお兄ちゃんが年下の子を肩

車をして一緒に見たりと、みんな

で楽しみました。学園のみんなで

夏休みの思い出を作れてよかっ

たです。 

 

 

8月 12日（金）に『光が丘夏祭り』が行われました。学園の

玄関前には、つり屋さん、輪投げ屋さん、くじ引き、かき氷＆

ジュース屋さん、焼き鳥屋さん、ポテト＆焼きそば屋さんなど

の屋台がにぎやかに並びました。準備の段階から子ども達は

自分の担当する屋台の看板作りや小物制作を頑張りました。

当日は「いらっしゃいませ～」と元気よく自分のお店を切り盛

りする姿が印象的でした。目で見て楽しみ、食べて満足、遊ん

で笑顔となった夏祭りでした。 

 

Nちゃん✨ 
✻温泉であつい！あつ
い！と大騒ぎしてお湯
から出てみんなで笑っ

たこと♪ 
✻牧場でウサギを抱っ

こしたこと♪ 

Hくん✨ 

✻キャンプ3日目に 

旭川動物園に行った事 

✻海に行った事♪ 

✻昆虫館でヘラクレスを 

観たこと！ 

Hくん✨ 

✻キャンプで旭川動

物園に行ったこと！ 

爬虫類を見れたこと 

✻家に帰ったこと♪ 

Rくん✨ 

キャンプ中みんな

でやったカードゲ

ーム！（人狼） 

Rくん✨ 

海水浴♪ 
Yくん✨ 

うみがたのし

かった♪ 

Mちゃん✨ 

✻ブリッジあるきを 

まいにちやったよ☆ 

✻大雪のキャンプで 

温泉に入ったこと♪ 

Yさん✨ 

✻海水浴たのしかった♪ 

✻キャンプ歩きすぎて 

足が折れた～助けて～！ 

✻動物園ではオラウータン

が可愛すぎた♪ 

✻実習のバス練習、 

乗るバス間違えて 

ぴえん越えてぱおん       

 

Sくん✨ 

自然で 

カブトムシがとれて 

うれしかった！ 

Sちゃん✨ 
キャンプで肝試し
をしたこと♪ 

Kくん✨ 
キャンプ 

特に鍾乳洞！ 

Hくん✨ 
光が丘の 
夏祭り 

Ｒちゃん✨ 
うみ♪ 

Rちゃん✨ 

うみがおも

いで♪ 

Sくん✨ 
部活の 
大会！ 


